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予算特別委員会審査記録 

 

日  時   令和４年２月２５日（金）午前１０時００分～午後０時５４分 

 

場  所   城南衛生管理組合本庁管理棟２階大会議室 

 

出席委員       山 口 克 浩  委 員 長 

岡 田 久 雄  副委員長 

中 村 正 臣  委  員 

宇佐美 ま り  委  員 

奥 村 文 浩  委  員 

小松原 一 哉  委  員 

樋 口 房 次  委  員 

秋 月 新 治  委  員 

池 田 輝 彦  委  員 

坂 本 優 子  委  員 

松 峯  茂   委  員 

関 谷 智 子  議  長（オブザーバー） 

大 西 𠮷 文  副 議 長（オブザーバー） 

 

説 明 者           松 村 淳 子  管 理 者 

奥 田 敏 晴  副管理者 

堀 口 文 昭  副管理者 

信 貴 康 孝  副管理者 

西 谷 信 夫  副管理者 

汐 見 明 男  副管理者 

野 村 賢 治  専任副管理者 

その他幹部職員 

 

付託案件  議案第２号 令和４年度城南衛生管理組合一般会計予算 

 

審査方法  付託案件については歳出から審査を行い、その方法及び順序は、次のと

おり。 

①議会費、総務費、公債費及び予備費を一括して審査 

②衛生費を一括して審査 

③歳入を一括して審査 

④総括質問 

⑤討論 

⑥採決 
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午前１０時００分開会 

 

○山口克浩委員長 おはようございます。会議前の連絡事項についてご報告を申し

上げます。 

 本日の委員会は、飛沫防止対策として、執行部側の説明、質疑応答については、

着席したままで行うことを認めておりますので、よろしくお願いいたします。 

 ただ今の出席委員数は１１人全員であります。既に定足数に達していますので、

委員会は成立をいたしました。 

 ただ今から予算特別委員会を開会いたします。 

 議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日は、関谷議長、大西副議長をはじめ、委員各位並びに正副管理者におかれま

しては、何かとご多忙の折にもかかわりませず、本委員会にご出席をいただきまし

て厚くお礼を申し上げます。 

 本委員会は、去る２月１５日の本会議において設置をされ、同日に開催をされま

した第１回目の委員会で正・副委員長を互選の結果、委員長には私、山口が、副委

員長には岡田久雄委員が選出された次第であります。 

 誠に不慣れで、委員の皆様方には何かとご迷惑をおかけすることがあるかと存

じますが、その点ご容赦をいただきまして、ご協力のほど、よろしくお願い申し上

げます。 

 あらかじめ管理者から発言を求められていますので、これを許可いたします。 

 松村管理者。 

 

○松村淳子管理者 おはようございます。 

 本日ここに令和４年城南衛生管理組合予算特別委員会が開催されましたところ、

山口委員長、岡田副委員長をはじめ、委員各位におかれましては、何かとご多用の

ところ、ご参集を賜り、ありがとうございます。また、関谷議長、大西副議長にお

かれましても、公務ご多用中にもかかわりませず、ご臨席を賜り、誠にありがとう

ございます。 

 令和４年度は、組合運営の基本方針でございます「安心安全な工場運営」「住民

感覚に沿った行財政改革」及び「循環型社会の構築に向けた事業の推進」の３つの

基本方針のもと、適正な廃棄物処理事業の継続に努めますとともに、ごみ中継施設

更新事業、新事務所棟建設事業及びクリーン２１長谷山長寿命化事業などに取り

組むこととしております。 

 また、広域行政のスケールメリットを発揮し、市町と連携、協同して、適正な廃

棄物処理事業を推進することとし、令和４年度一般会計予算を編成いたしました。 

 令和４年度予算の内容につきましては、「一般会計予算書及び予算説明書」並び

に議案第２号参考資料「令和４年度当初予算案の概要」のとおり、取りまとめをい

たしたところでございます。 

 それでは、案件の詳細につきまして担当よりご説明申し上げますので、よろしく

ご審議をいただき、ご可決を賜りますようお願い申し上げます。 

 

○山口克浩委員長 議事に入ります前に、本委員会に付託をされました議案第２号
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の審査の方法についてお諮りをいたします。 

 審査の方法については、歳出から審査を行うこととし、議会費、総務費、公債費、

予備費について一括して審査をしたいと思います。次に、衛生費について審査をし

たいと思います。次に、歳入については、全款を一括して審査をし、最後に総括質

問を行うことにいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○山口克浩委員長 ご異議がないようですので、ただ今申し上げました方法で審査

を行うことといたします。 

 

［議会費・総務費・公債費・予備費］ 

 

○山口克浩委員長 これより審査に入ります。本委員会に付託されました議案第２

号、令和４年度城南衛生管理組合一般会計予算を議題といたします。 

 これより当局の説明を求めます。説明については、審査の順序に従いまして、各

項目ごとに受けることにいたします。 

 それでは、まず、議会費、総務費、公債費、予備費について一括して説明を求め

ます。 

 西岡事業部長。 

 

○西岡正喜事業部長 失礼いたします。それでは、議題となりました議案第２号、令

和４年度城南衛生管理組合一般会計予算のご説明を申し上げます。 

 なお、以降の説明におきまして、「令和４年度一般会計予算書及び予算説明書」

につきましては「予算書」と、別冊の議案第２号参考資料「令和４年度当初予算案

の概要」につきましては「概要書」と呼ばせていただき、ご説明申し上げたいと存

じます。 

 最初に、概要書の表紙と目次をめくっていただき、次の１ページをご覧願いま

す。 

 一番下に記載をいたしましたが、令和４年度当初予算総額といたしましては６

４億２,４８３万１,０００円となり、対前年度比較では１７億９,６４９万円の増

加となっております。 

 また、事業費を賄います市町分担金につきましては３５億９,１４５万５,００

０円となり、対前年度比較で１億２,４９０万４,０００円の増加となっておりま

す。 

 それでは、歳出予算につきまして、議会費、総務費、並びに公債費、予備費の順

にご説明を申し上げます。 

 まず、予算書１３ページをご覧願います。 

 議会費からご説明を申し上げます。議会費では、組合議会議員２２人の報酬２０

０万６,０００円をはじめ、旅費１８５万２,０００円、会議録反訳調整に係ります

委託料として７０万１,０００円など、議会費合計で４６５万９,０００円を計上

いたしております。 
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 次に、総務費についてご説明申し上げます。予算書１４ページから１７ページの

総務費では、組合の事務部門の管理運営に要する人件費及び物件費等を計上いた

しております。 

 それでは、費目ごとに順次、ご説明を申し上げます。 

 最初に、予算書１４ページから１５ページの一般管理費をご覧願います。 

 予算額は、特別職７人の給与２,２１３万１,０００円及び再任用短時間勤務職

員を含む一般職員１０１人中、管理部門に属する３６人分の給与３億６,０３３万

９,０００円を計上いたしましたほか、会計年度任用職員及び臨時的任用職員の給

与、職員健康診断等の委託料など、総額４億２,４９１万８,０００円を計上いたし

ております。 

 人件費の状況につきましては、概要書の４ページをご覧願います。 

 令和４年１月１日現在の人員及び給与をもとに定期昇給などを考慮し、計上い

たしております。 

 人件費の総額は８億６,１７４万９,０００円で、対前年度比較８,４８７万３,

０００円、１０.９％の増加となっております。 

 人件費に関連いたしまして、概要書の１８ページから１９ページをご覧願いま

す。 

 ここでは、平成２７年度以降に取り組みました行政改革等における職員給与の

適正化や令和４年度の民間委託の状況について記載をいたしております。 

 １８ページに記載のとおり、この間、給与の適正化を着実に進めるとともに、組

織の見直しを実施いたしております。 

 また、安心安全な工場運営体制の推進といたしまして、概要書２０ページにソフ

ト面、ハード面における取組概要をまとめておりますので、ご覧おき願います。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、１５ページ下段から１６ページの文書広

報費をご覧願います。 

 予算額は、広報紙の発行と環境まつりに要する経費など１,０４４万１,０００

円を計上いたしております。 

 概要書２５ページをご覧願います。 

 広報広聴事業計画の概要を記載いたしております。 

 令和４年度は管内住民の環境意識の向上を図るため、情報発信媒体それぞれの

特性を最大限に発揮し、世代を問わず有益な情報を積極的に発信するほか、地域・

大学と連携・協働して、循環型社会の構築に向けた取組を進めることとしておりま

す。 

 主な取組内容といたしましては、広報紙、ホームページ、ＳＮＳによる情報発信、

組合キャラクターの積極的な活用、環境まつりの開催等を通じて、より効果的な環

境啓発や情報発信を図ることとしております。 

 なお、広報紙エコネット城南につきましては、通常号を年７回発行することとし

ておりますが、このうち７月号を子ども特集号として発行し、若年層の環境意識の

醸成に向けた内容を盛り込むことで、大人から子どもまでより幅広い世代を対象

に情報発信を行うこととしております。 

 また、令和４年度は組合設立６０周年を迎えますことから、通常号とは別に、特

別号１回の発行を行うこととしております。配布方法につきましては、新聞折り込
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みに加え、年８回のうち１回に限り、ポスティング配布を実施いたします。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、１６ページ２段目の財政管理費をご覧願

います。 

 基金への積立金など合計３,３７５万６,０００円を計上いたしております。 

 なお、財政調整基金及び転廃業助成基金の現在高の状況等につきましては、概要

書の９ページをご覧願います。 

 ①の財政調整基金は、これまで市町分担金の負担軽減を図るため、職員の退職手

当の一部や補正予算の財源の一部に充当いたしております。令和４年度当初予算

では取崩しを予定せず、令和４年度末現在高を３億７,９４９万７,０００円と見

込んでおります。 

 また、②の転廃業助成基金でございますが、令和２年度から３ヵ年かけて清算す

ることとしておりました事業協同組合へのし尿収集運搬業務の委託開始に伴う転

廃業助成金の交付につきましては、令和４年度をもって最終年度を迎え、４.４３

台分の転廃業助成金が発生することから、１億６,７５９万６,０００円を取り崩

すこととしております。 

 一方、転廃業助成基金への積立金でございますが、これまで助成金原資の確保の

ため行ってきました積立てにつきましても、令和４年度をもって完了することと

なり、原資の不足７６０万８,０００円の最終積立てを行うこととしております。

これにより、転廃業助成基金の清算が完了する見込みとなっております。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、１６ページ３段目の会計管理費をご覧願

います。 

 共通事務用品の一括購入費や火災保険料など、合計６１０万９,０００円を計上

し、また１６ページ下段から１７ページの企画費では、環境マネジメントシステム

に係る外部評価等謝礼金など、合計５５万２,０００円を計上いたしております。 

 なお、環境マネジメントシステム及び地球温暖化対策につきましては、概要書の

２１ページにその取組の概要を記載いたしておりますので、ご覧おき願います。 

 次に、予算書の１７ページ中段の公平委員会費では、委員報酬など５万７,００

０円を計上し、下段の監査委員費では、委員報酬など２９万７,０００円を計上い

たしております。 

 続いて、公債費及び予備費についてご説明申し上げます。 

 まず、公債費でございますが、予算書の２７ページをご覧願います。 

 令和４年度は、平成３０年度折居清掃工場解体事業債等、計２件の据置期間が経

過し、元金償還が開始となったことなどにより元金が増加しておりまして、元金で

５億８,６９１万円、利子で１,５３１万６,０００円、合計６億２２２万６,０００

円を計上いたしております。 

 なお、今後の組合債の現在高と償還額の推移につきましては、概要書の１７ペー

ジに現時点の事業計画によります今後の見込みをグラフでお示しをいたしており

ますので、そちらをご覧願います。 

 この間、平成２１年度償還額の約１３億７,０００万円をピークに、これまでの

建設事業の財源として借入れしました起債の償還が順次終了し、太枠の令和４年

度予算の償還額は、ピーク時の約４割となる約６億円となりましたことにより、義

務的経費でございます公債費負担の低減が図られ、分担金負担の縮減にも一定寄
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与したものとなっております。 

 公債費の中期的な見込みといたしまして、折れ線グラフでお示しをいたしてお

ります現在高につきましては、下の表の②のリサイクルセンター長谷山建設や、③

のクリーンパーク折居建設、現在進めております④のごみ中継施設建設、さらに

は、今後計画しております⑤の新事務所棟建設や⑥のクリーン２１長谷山長寿命

化事業に係る組合債発行等の要因により、令和９年度までは６０億から７０億円

台を推移いたしますが、その後は減少に転じる見込みとなっております。 

 一方、棒グラフでお示しいたしております償還額につきましては、今後も折居清

掃工場更新事業債等の償還を予定しておりますが、起債償還負担が重ならないよ

うに建設事業の実施年度ごとに起債の借入金額の調整を行いました結果、償還が

集中するようなことはなく、安定的な財政運営が図れるものと見込んでおります。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、２８ページ、予備費でございますが、前

年度と同額の５００万円を計上いたしております。 

 議会費、総務費並びに公債費、予備費の説明は以上でございます。よろしくご審

議を賜りますようお願い申し上げます。 

 

○山口克浩委員長 これより、議会費、総務費、公債費、予備費についての審査に入

ります。 

 なお、質問に際しましては、予算書もしくは予算案の概要書の何ページの項目に

ついて質問というふうにお願いいたします。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 宇佐美委員。 

 

○宇佐美まり委員 よろしくお願いいたします。 

 概要書１ページ、当初予算書の概要のⅠ、予算総額及び市町分担金の前文より、

新型コロナウイルス感染拡大に向けた業務の事業継続対策、ＢＣＰについて、２つ

お尋ねいたします。 

 新型コロナウイルス感染、オミクロン株が急増する中、イギリスにおいても、ご

みの収集業務が滞って長い間放置されたという現状もありました。現時点での城

南衛生管理組合における事業継続対策はどのように考えておられるのか、お聞か

せ願えればと思います。 

 令和３年度の予算特別委員会では、栗山施設部長より、６名から７名までの班体

制を変更したりですとか、それ以上の感染者が出た場合には日立造船等に人員補

充を願うとご答弁いただきましたが、現時点での即時対応できる事業継続対策が

あるのか、教えていただきたいと思います。 

 

○山口克浩委員長 西岡事業部長。 

 

○西岡正喜事業部長 当組合の新型コロナウイルス感染症対策につきましては、令

和２年４月に新型コロナウイルス感染症対応計画を策定いたしました。その後、

国の動向等を踏まえさせていただいて、適宜、必要な修正を加え、見直しを行って

きております。 
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 事業継続対策については、その対応計画の中で事業継続計画を明確にし、この事

業継続計画により対応しているところですが、施設ごとに運営形態、委託している

状況が異なりますので、おのずと事業継続対策も異なっています。 

 その中でクリーン２１長谷山の例を挙げますと、即時実施できる対応策としま

しては、委託業者における班編成、組合職員から委託業者への欠員補充、ごみピッ

ト内におけるごみの積み上げなどがございます。例えば組合職員に多くの感染者

が発生した場合は、委託業者の方で工場運転の大部分を行うことが可能です。一

方、委託業者に多くの感染者が発生した場合は、他の職場の今まで経験した組合職

員あるいはＯＢ職員の活用により工場運転を全て行うことができるよう、工場運

転経験者のリストアップを行っています。この場合は、体制を整えるのに数日間要

することもあると思われます。 

 また、感染状況により、やむを得ず工場運転を停止しなければならなくなった場

合は、ごみの積み上げによる対応として、クリーン２１長谷山とクリーンパーク折

居で約１,０００トン、住民の方から排出されるごみ換算量では約５日分を貯留す

ることが可能でありますことから、たとえ焼却工場が停止した状況であってもご

みの受入れの継続が可能と考えており、一日も欠かさないように努めてまいる所

存でございます。 

 

○山口克浩委員長 宇佐美委員。 

 

○宇佐美まり委員 大変よく分かりました。ありがとうございました。 

 ２つ目の質疑でございますが、ごみ収集に直接当たる作業員等、エッセンシャル

ワーカーの配慮についてお尋ねいたします。 

 城南衛生管理組合は、ごみ収集に当たる作業員への業務には直接関与しておら

れないということを理解しておりますが、ごみ処理に関わる職員の感染リスクを

下げなければ、安定的なごみ収集を継続することにはつながらないと思っていま

す。各家庭から出されるごみの出し方、特に今ですと、鼻水の付着したマスクです

とかティッシュペーパーの意識向上は大変必要なことだと思いますが、現時点で

は各市町のウェブページを注意深く検索していったら出てくるという状況のため

に、住民にはあまり浸透していないように思っています。回収車両で圧縮をかけた

ときにビニールが破裂する様子が想像でき、非常に危険ではないかと思っていま

す。 

 そういった意味でも、城南衛生管理組合及びその構成市町の連携はとても大切

なことだと思います。いま一度広報活動に力を入れるなどの対策が必要だと思い

ます。例えば、各市町の広報紙に載せるですとか、ごみ収集所に環境省のチラシを

掲示するというのもいい方法だと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 池本施設課長。 

 

○池本篤史施設課長 失礼します。まず、当組合におきましては、各市町と定期的に

実施しております担当課長会議を通じるなど、ごみの処理等について様々な情報

共有や協議を行い、協力・連携をしております。また、各市町でやっておられます



 

8 

収集に関するコロナ等感染対策について市町に確認をしておりまして、大きな課

題にはなっていないというふうに聞いております。 

 ただし、住民には浸透していないと思われる点につきましては、当組合を含む各

市町において、ホームページや広報紙などへの掲載などでコロナ対策の周知を行

っているところではありますが、委員ご指摘の内容も含めまして、改めて市町に情

報共有し、啓発活動に努めてまいりたいと思います。 

 

○山口克浩委員長 宇佐美委員。 

 

○宇佐美まり委員 ありがとうございました。各施設にそれぞれコロナ感染症にお

ける業務の事業継続対策、ＢＣＰを先手を打った形で対応策を用意されていると

いうことを聞かせていただいて、大変安心いたしました。 

 また、ごみ収集に直接当たる作業員、エッセンシャルワーカーへの配慮について

も、改めて各市町と情報共有しながら連携を図ってもらうなど、事が起こってから

ではなく前もって取り組まれていることに敬意を払うとともに、私自身も地域住

民と共に協力してまいりたいということをお伝えいたしまして、質疑を終了させ

ていただきます。 

 以上です。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 よろしくお願いします。 

 先ほど宇佐美委員の方からも質問があったんですけど、まず、コロナの関係で、

この感染状況はいろいろお知らせもしていただいているんですが、この感染の状

況はどうだったんでしょうか、これまでの間。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 これまでの当組合の感染状況ですけども、発生するたびに、

議員さんの方には報道連絡とともにお知らせはさせていただいているという状況

ですが。この間、当組合におきましては、トータル７名、感染をしております。昨

年の令和３年の７月に２人、それから、今年に入りまして５人の感染という状況

になっております。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 感染が出た場所、それはどこになりますか。令和３年７月の時点

のはどこだったでしょうか。令和４年のはどこやったでのでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 
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○橋本哲也総務課長 令和３年の７月に２人出ておりますが、こちらについては２

人とも、クリーン２１長谷山になります。令和４年に入りましてからは、クリーン

２１長谷山が３名、それから、グリーンヒル三郷山で１名、それから、エコ・ポー

ト長谷山で１名となっております。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 これ、全国でも広がっているので、幾ら気をつけていてもどうし

ても感染者は出てくると思うんですよね。宇治市でも収集業務のところでも出て

いますし、もうそういう状況なんですけども。専門的な工場運転の委託のところ

では出てなかったですか。 

 

○山口克浩委員長 栗山施設部長。 

 

○栗山淳彦施設部長 委託業者の方からは一切出ておりません。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 分かりました。対応って、これ、早いこと収束させるしかないんで

すが。それで、どうしても住民との接触とか、いろんな方と接触が多いところなん

ですけども、この対策で、簡易キットで検査するとか、そういうようなことは実際

的にされてないんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 今回感染をしまして、当然保健所さんの方で調査をされて、

その形で濃厚接触者であればＰＣＲという、そういった形が通常かなと思うんで

すけども、やはりなかなか当組合としても感染拡大を防止していくというような

ところが必要ですので、それぞれコロナの感染者が出ましたら、その職員に接触

がなかったかどうか調査をして、一定接触のある者についてはＰＣＲ検査の方を

させていただいて、その結果で感染拡大がしてないというようなところの確認を

させていただくというのもさせていただいています。 

 また、それ以上にというものもございますので、抗原検査キット、こちらの方を

組合でも一定用意させていただいて、職場内感染がどこまで広がっているか、そう

いうのがないという確認をするようなところで検査キットを使って確認というの

も一部実施しております。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 分かりました。そういう手だても取らないと、どうしても押さえ

切れないと思うんですよね。もう保健所任せでは絶対無理なので、やっぱり簡易

キットなんかを使って、ぜひ予防策というか、それをしていただきたいと思いま
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す。このことについては、以上です。 

 人件費の方を質問したいんですが、よろしいですか。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 人件費のところで、概要書の４ページにも書いてあるんですけど

も、職員、一般職でいえば９３人、フルタイム再任用が３年度から比べて３人減っ

て１人と。再任用の方が８人ということで、令和３年度と比べて２人増になって

いるんですけども。令和３年度と比較してこういうふうな形になったというのは

何か理由があるんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 こちらの方の職員数なり再任用の勤務職員の数なんですけど

も、こちらのページにも書かせていただいていますように、令和４年度の予算で

あれば令和４年の１月１日現在、要は今現在の人員、その分を予算化させていた

だくというふうにしております。ですので、令和３年度につきましては、令和３年

の１月１日、要は令和２年度での体制で予算を組ませていただくというような形

でそれぞれさせていただいておりますので、今の令和３年度の必要人員の方での

予算というような形でさせていただいていますので、当然令和４年度になれば令

和４年度で必要な執行体制を組んで人員が出ますので、その折には少し予算の中

でやりくりしていくというような形になるかなと思っております。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 そしたら、再任用の短時間勤務職というのはどういう仕事の形態

になるんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 こちらの方の再任用の短時間勤務職員ということで、基本的

にはこの８名今いられている方についてはハーフで来ていただくということにな

ります。ですので、２.５ですね。こちらの方でそれぞれ職場の方で勤務していた

だいているという状況です。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 質問にも出したんですけど、会計年度任用職の方、５人というこ

とになっていて、前年度比で７人減ということになっているんですけども、これ

は何でなんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 
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○橋本哲也総務課長 こちらの方も、現在勤務していただいている会計年度任用職

員さんの方の人数という形になっています。５人につきましては、３名が宿日直

さん、こちらの方に３名、それから、エコ・ポート長谷山の方の工房の方の一般事

務ということで、それぞれ補助業務というような形でついていただいております。

ですので、７人減りましたのも、令和３年度にはそれ以外に補助的な業務という

ことでそれぞれ勤務していただいたものが、令和３年度現在はその方たちには勤

務はありませんので、それで７名減っているという状況です。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 理屈に合う説明をしていただいたんですが、会計年度任用職員の

方の勤務年数というのはどれぐらいになっているんですか。分かりますか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 勤務年数ですね。宿日直さん３名の方は、会計年度の職員さ

んとしては令和２年度から導入ですので、実際にはその前段で嘱託職員という形

で来ていただいた方に継続していただいておりますので、３名のうち、８年目の

方が１人、６年目の方が１人、それから、１人が２年目となっております。すいま

せん。あくまでも令和４年度に入られたらということで、すいません。エコ・ポー

ト長谷山の方が、来年度働いていただくと１３年目と１４年目となっております。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 分かりました。何か経験はあるけども、やっぱり何年働いても一

緒やしね、給料は。それ、一年一年で契約しているんですよね。そういう形ですよ

ね。こういう方がいらっしゃらないととても回っていかないと思うんですけどね。

そういう形態にあるということですね。 

 これはやっぱりどこでもそうですけども、やっぱり人件費を抑えるのにこうい

う形になっているんですけど、大変遺憾だなというふうに思います。このことにつ

いてはまた後でお聞きします。分かりました。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 よろしくお願いいたします。 

 予算書及び予算説明書の１５ページですかね。一般管理費の中で、ナンバー的に

は１８ですか、講習会等負担金とあります。どういった内容での支出になるんでし

ょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 
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○橋本哲也総務課長 一般管理費に積ませていただいている講習会等負担金ですけ

ども、こちらは基本的に職員が外部機関なりに研修等に参加するための経費とい

う形になっております。例えば出納事務、契約事務のような専門事務に係る研修、

また、廃棄物処理施設の技術管理者なり危険作業主任者、ボイラー技士、こういっ

た各施設で必要となる資格を取得するための経費、講習費という形になっており

ます。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 分かりました。非常に講習会等、大切だと思いますし、様々な知

識、技術を高めていただきたいと思います。 

 次に、１８ページの清掃総務費の中のナンバーでいうと７ですか、技術助言者等

謝礼金。これもどういった内容の予算立てになっているんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 こちらに計上します技術助言者等謝礼金ですけども、１つに

は、大学の先生をアドバイザーという形で委嘱しまして、廃棄物処理に関する課

題なり、そういったところについて技術助言をいただいているという形にしてお

ります。また、令和４年度からさらなる人材育成ということで、運転管理等の技術

的な知識習得のため、運転管理の知識技術を持っているそういう人材に研修をし

ていただくというようなことも考えておりますので、そのための謝礼、講師謝礼

というような形で計上させていただいております。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 こちらもどんどん新しい技術等が開発されたり、研究も必要だと

思いますので、また、研究の方もしっかりしていただきたいと思います。 

 次に、予算の概要の方ですね。１ページの（７）ですかね。脱炭素社会や循環型

社会の構築に向けた取組の推進、また、２１ページにも、脱炭素社会構築に向けた

施策を推進するというふうにございます。 

 国の方も、補助金を出しまして、脱炭素社会実現に向けて各自治体等が取り組め

るような補助金も出していただいておりますけども、この城南衛生管理組合とし

てのそういった補助金を使っての取組等、現在ありますでしょうか。また、今後の

構想などはございますでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 川島施設部理事。 

 

○川島修啓施設部理事 組合といたしまして、国の国費を使っての脱炭素社会の実

現に向けてということで、現状、二酸化炭素削減効果が見込める事業に活用でき

ます国の補助制度につきましては、循環型社会形成推進交付金、それと二酸化炭
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素排出抑制対策事業費等補助金という２種類の補助制度がございます。 

 現在取組を進めさせていただいておりますクリーン２１長谷山長寿命化事業で

すけれども、こちらで基幹的設備改良工事というのを計画しておりまして、例えば

その循環型社会推進交付金を活用する場合は、施設稼働に必要なエネルギーの消

費に伴い排出される二酸化炭素の量、これが３％以上削減される場合は交付率３

分の１ということで措置される制度がございます。一方、二酸化炭素排出抑制対策

事業費等補助金を活用する場合につきましては、これは二酸化炭素の量が５％以

上削減するなどの整備に対して２分の１の補助率ということで措置がされる制度

がございます。 

 クリーン２１長谷山長寿命化事業は、基幹的設備改良工事に伴ってより二酸化

炭素の削減が期待でき、また、より多くの財源を確保できます二酸化炭素排出抑制

対策等事業費補助金、２分の１措置される方の補助金ですけれども、こちらの活用

を現在検討、計画いたしております。現時点で老朽化した設備をより高効率な機器

に更新することで、ＣＯ２削減率１５.４％を見込んでいるという状況でございま

す。 

 あと、それ以外の今後の構想については、現状、削減効果が見込めるという事業

はございませんが、今後、事業計画に当たっては、その都度良質な財源なりを確保、

そういったことを研究してまいりたいというふうに考えております。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 多くの自治体がゼロカーボンシティの宣言をしまして、様々な取

組を現在始めておるところでございまして、この国の補助金を活用してやる非常

に有効なことだと思いますので、また研究していただきまして、脱炭素社会に向

けてしっかり取り組んでいただきたいなというふうに思っております。 

 続きまして、９ページの転廃業助成基金ということで、令和４年をもって積立完

了というふうになっております。以前からかなりの額の基金を積み立てて対応し

てきたということですけども、いよいよ積立完了ということで、これでこういった

関連の費用はもうなくなっていくという理解でよろしいんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 転廃業助成につきましては、委員ご指摘のとおり、当初は５

２台分、こういった形であったものについて、し尿収集量減により減車というこ

とで助成を行ってきているというところであります。令和２年度に委託業者の方

が事業協同組合という形で一括委託という形になりましたので、その令和２年度

を清算年度ということで、残台数については、令和２年度から４年度の３か年で

分割で支払って終了というような形で実施しております。その最終年度というこ

とで、この間積立てさせていただいておりました額に、最終不足分が７６０万程

度ございましたので、こちらを令和４年度に最後積立てさせていただいて原資確

保としております。 

 ですので、こちらの方の形で令和４年度に転廃業の助成をしますと基金につい
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ては終了となりますので、今後、こちらの方に関して構成市町へ負担をお願いする

ということはございません。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 分かりました。業者の方も長年こういったお仕事をしていただき

まして、非常にこれからもまだ続くお仕事でもございますけれども、だんだん需

要が減っていく中で、業者に対して非常に親切なというか、心配りというか、業者

を守っていく取組も粘り強くしていただいて、いよいよ終わったということで、

非常に一安心というふうに思っております。 

 最後に、１８ページの行政改革の取組についてですけれども、これまでの取組を

記載していただいております。少しずつ少しずつ改革していただいているという

ふうに思っておりますが、今後の展開、取組などご構想がありましたらお聞かせ願

いたいと思います。 

 

○山口克浩委員長 野村専任副管理者。 

 

○野村賢治専任副管理者 行財政改革の取組でございますけれども、当組合、平成

１３年度には１６６人でありました職員が、現在ご審議をいただいております令

和４年度の当初予算案では、一般職で９３人、短時間の再任用８名の、これはハー

フですので、加えましても９７人ということでお願いをしております。これは、平

成１８年度から、クリーン２１長谷山の夜間運転委託など、民間の力を借りるこ

とで、組合自身はその体制を縮小させてきたものでありますけれども、この間の

行財政改革につきましても留意してきた視点がございます。 

 それは、業務を民間に委託する場合であっても、委託者としての行政責任を果た

す必要がありまして、委託業者へのコントロールが利かないことがないように、ま

た、そのためにも職員の技術力の育成が必要でありますので、組合自身の体制を一

定確保してまいりました。 

 さらに、施設を建設したり大規模の改修を行う場合には、それを担当する職員が

必要ですけれども、こうしたハードの整備については年次計画を立てて取り組ん

でまいりました。例えば、来年度中に完成予定の中継施設の建設に携わっている職

員は、クリーン２１長谷山の長寿命化の検討に回ることができますし、クリーンパ

ーク折居の新事務所棟が完成した暁には、グリーンヒル三郷山や奥山処分場の在

り方について検討を行うこともできるというふうに考えております。こうした工

夫で職員数の増加を抑えてきたというのがこれまでの取組でございます。 

 また、今後の大きな課題としましては、プラスチックの資源循環促進法が今年４

月に施行されまして、容器包装プラスチックと併せて、その他のプラスチックも回

収して再資源化を進める必要がございます。これについてどのように対応してい

くのか検討しなければならないというふうに考えております。 

 全体の今後の行財政改革の取組ということでございますけれども、当組合の基

本方針の最初に掲げていますのが、「安心安全な工場運転」ということでございま

す。まずは、この「安心安全な工場運転」を最優先としまして、同じく基本方針に
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掲げています「住民感覚に沿った行財政改革」ということについては、これまでの

考え方と同様でございますけれども、行政としての責任及び社会から求められる

役割を果たしつつ、民間を活用できる場合や効率的な運営が行える場合には、新た

な課題への対応も含めまして検討していきたいというふうに考えております。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 ありがとうございます。どうしても視点が人員云々という話にな

りがちですけれども、決してそこだけではないのかなというふうに思っておりま

すので、非常に大切な組織でもございますし、しっかりその使命を果たせる、ま

た、新しい形の常に変化し続ける組織であっていただきたいというふうに思って

おりますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上でございます。 

 

○山口克浩委員長 ほかに。 

 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 関連でちょっと２点お聞きしたいんですけど、先ほどし尿処理の

関係で池田委員の方からもありましたが、これで基金の方は積立ては終わりとい

うことなんですが、これ、この管内でし尿処理の件数というのはこの令和３年度

末ではどれぐらいになるんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 花畑業務課長。 

 

○花畑久仁浩業務課長 ただ今の質問ですけども、令和２年度の決算でお知らせし

ますと、こちらの方は定期収集と臨時収集に分かれておりまして、定期収集は、ほ

ぼ月１回か２回程度のところでローテーションで回させていただいております。

あとは、臨時的な依頼があったところをこなす、その件数をそれぞれお知らせし

ます。その定期収集というのが３,４１７世帯ございます。臨時収集に関しまして

は、こちらも件数ですけども、年間３,４３７件ということになっております。 

 以上でございます。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 この基金をためていくというのはもう終わりだけども、業務は継

続してやっていただいているわけですね、これだけ需要があるということで言え

ば、転廃をしたときには助成をすると、通常でそのまま仕事をしていただく場合

は、委託料を払っていくという、仕組みになるのでしょうか。それは変化がないと

いうことになるのでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 花畑業務課長。 
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○花畑久仁浩業務課長 ただ今、坂本委員の方からありましたように、毎年、委託の

方は、昨年度の実績に応じた委託台数がございますので、こちらは令和２年度か

ら事業協同組合ということで一括委託になりまして、総台数ということで契約さ

せていただいています。これは毎年それに応じた金額を出させていただいている

と。 

 転廃業助成金に関しましては、し尿はもうなくなっていく、いずれはなくなると

いうことで、当組合の金銭補償ということで、手厚く補償ということをやっており

ますけども、事業協同組合が令和２年度に設立されましたので、業者の方が手を組

んで、いずれは、今５業者で組んでおるんですけども、縮小していきます。何社か

は多分撤退するのではないかなというふうには思っております。どうなるか分か

りませんけども。数社撤退しても、あとの業者の方で協同して収集を継続していた

だくという収集体制が構築できたというのが非常に大きいかと思われます。 

 以上でございます。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 そしたら、すいません、勉強不足で申し訳ないんですけども、協同

組合の方で、例えば月に３,０００件、定期で収集したと。それが１２か月掛ける

ということになるんですけども、そこにかかった費用については協同組合の方に

出していく。その協同組合の方で会計、Ａ社にどれぐらいとか、その計算も協同組

合で一括でされていくという、そういう仕組みに今なっているんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 花畑業務課長。 

 

○花畑久仁浩業務課長 ただ今の金額の、協同組合の方で分配されるというのが本

来の形ですけども、今うちの方でも収集、３市３町ございますので、収集地域に応

じて実績を追っております。それに対する委託台数というのを出します。その積

算に従って、業者の方はうちの積算、今のところはその積算に従って分配されて

いるようです。ただ、将来的に、先ほど言いましたように、１社か２社、もうやめ

たいと言われましたら、ほかの業者でどうするということは、これから、協同組合

になりましたので、中で話し合っていただいて、協同組合と協議させていただい

た上で金額の方は話し合っていくという形には将来的になっていくのかなと思わ

れます。 

 以上でございます。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 そしたら、協同組合の方には今何社が入っていて、その会計、それ

はどこでチェックがかかりますか。かけているんですか。 

 

○山口克浩委員長 花畑業務課長。 
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○花畑久仁浩業務課長 協同組合の方でチェックされるということでよろしいです

かね。うちの方は積算に応じて協同組合に一括お支払いしているわけなんですけ

ども、５社で協同組合を設立しておりますので、それと、事務局というのがござい

ます。事務局の方が一括して契約窓口になって５社に分配しているという形が本

来なんですけども、うちの振り分けのとおり金額で分配されていますので、その

チェックというのは、ちょっとうちの方も積算に応じた金額をそのままお支払い

しているという形、毎月各社の金額をお支払いしているので、チェックの方は各

企業さんで独自でされているのか、多分、事務局の方はその部分はノータッチと

思うんですけども、各業者の方で検収はされているかと思われます。 

 以上でございます。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 分かりました。その件については、分かりました。 

 それと、もう１件の関連なんですが、１９ページの先ほどありました行革の関係

なんですけど、取り組んでこられたということで、１９ページに６事業のところの

委託料も書かれていますけども。先ほど専任副管理者の方からもおっしゃってい

ましたけども、やっぱり全部丸投げじゃなくて、職員のノウハウ、そういうのもち

ゃんと研修もされながら、高めながら、その安全安心な体制でやっているというこ

とでおっしゃっていたんですけどね。上から職員が配置されている人数というの

は分かりますでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 それぞれの施設の組合の職員ということでよろしいでしょう

か。 

 上から、クリーンピア沢の方ですけども、クリーンピア沢と沢中継場、こちらは

ともにこの本庁の方にありまして、これを所管しておりますのが施設課となって

おりますので、施設課全体では職員定数的には９名という形になっております。 

 それから、クリーンパーク折居につきましては、こちらの方はモニタリング業務

という形で職員を配置しておりますので、職員としては４名配置となっておりま

す。 

 その下、エコ・ポート長谷山につきましては、こちらの方が工房担当も含めて、

職員定数としては５名配置になっております。 

 クリーン２１長谷山につきましては、職員定数的には２７名の配置となってお

ります。内訳的には、職員が２４名にフルタイムの再任用さん１人、それから、ハ

ーフの再任用が４名となっていますので、４名ですので２名換算となりますので、

２７名、定数的に配置という形です。 

 その下のリサイクルセンター長谷山につきましては、職員定数的には１３名の

配置となっております。こちらも職員１２名とハーフの再任用が２名という形の

配置となっております。 
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○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 分かりました。以前に折居清掃工場の方でいろんな事が、あった

わけですよ。それ、結局、何でそうなったのかというのが、委託の関係で責任が曖

昧にされて、いろんなことが起こったという、もうこれ１０年以上前のことなん

ですけど、ありました。 

 やっぱり職員さんがきちっと管理をどこの工場のところでも作業のところでも

見ていただかないと、ちょっと安心できないというのをすごく思っていましてね。

そういうことで今お聞きしたんですけども。この件については分かりました。 

 以上です。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑がないようですので、以上で、議会費、総務費、公債

費、予備費についての審査を終結いたします。 

 

［衛生費］ 

 

○山口克浩委員長 次に、衛生費について説明を求めます。 

 西岡事業部長。 

 

○西岡正喜事業部長 続きまして、衛生費全般についてご説明申し上げます。 

 衛生費は、組合の根幹業務であります、し尿及びごみ処理事業に要する経費が主

なものでございます。 

 それでは、費目ごとに順次ご説明申し上げます。 

 まず、予算書の１８ページ上段の清掃総務費をご覧願います。 

 ここでは、し尿・ごみ部門の管理運営に従事する一般職員等の人件費及び組合各

施設の場内整備管理業務等委託料などを計上いたしております。清掃総務費の合

計額は４億８,４２３万６,０００円となり、対前年度比較では３３２万７,０００

円の増額となっております。この要因は、この費目に計上している職員給が人員の

増により２０３万３,０００円増額となったことなどによるものでございます。 

 次に、予算書の１８ページ下段から１９ページのし尿委託費をご覧願います。 

 事業協同組合への一括委託を実施いたしておりますくみ取り家庭等の定期収集、

臨時収集などに要するし尿収集運搬委託料など、総額３億３,３２９万５,０００

円を計上いたしており、対前年度比較で５,２９２万円の増額となっております。

これは、し尿の収集運搬委託台数の減少に伴い、し尿収集運搬業務等委託料が減額

となったものの、転廃業助成金の交付が最終年度を迎え、助成台数が４.４３台発

生し、対前年度比較で５,４１０万円の増額となる１億６,７５９万６,０００円を

計上したことによるものです。 

 次に、予算書の１９ページ下段の徴収費をご覧願います。 
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 し尿処理手数料徴収事務に要する経費、合計７７７万７,０００円を計上いたし

ており、対前年度比較で５４６万７,０００円の増額となっております。これは、

し尿処理手数料のキャッシュレス決済及びコンビニエンスストア収納の導入に向

けたシステム改修費用等が皆増となったことによるものです。 

 詳細につきましては、概要書２６ページをご覧願います。 

 これまで当組合指定の取扱窓口及び金融機関に限り納付可能としておりました

納付書によるし尿処理手数料の支払いにつきましては、新たにスマートフォンを

活用したキャッシュレス決済及びコンビニエンスストアでの支払いができるサー

ビスを導入することで、納付者の利便性の向上を図るものであり、令和４年度中に

既存の収納システムを改修し、令和５年４月徴収分からのサービス開始を計画し

ております。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、２０ページ上段のし尿処理費をご覧願い

ます。 

 し尿処理費の総額は１億４,２７２万円となり、対前年度比較では１,７２３万

９,０００円の増額となっております。これはクリーンピア沢の老朽設備改修整備

工事などの維持管理経費の増によるものでございます。 

 ここで概要書の２３ページ、上の表をご覧願います。 

 ここでは、過去５年間のし尿及び浄化槽汚泥の搬入実績と令和３年度、４年度の

推計量をお示しいたしております。令和４年度の処理計画では、２万９,２７９キ

ロリットルのし尿及び浄化槽汚泥を処理する予定でございます。なお、全体搬入量

は平成２８年度実績の６６％に減少しています。 

 続きまして、ごみ関係経費のご説明を申し上げます。 

 予算書にお戻りいただきまして、２０ページ下段から２１ページのごみ焼却費

をご覧願います。 

 ごみ焼却費の総額は１５億３７万３,０００円となり、クリーン２１長谷山の定

期点検保守整備工事費の減少やクリーンパーク折居の補修費等の変動に伴う運営

業務委託料の減少等により、対前年度比較では１億１,８５９万６,０００円の減

額となっております。 

 ごみ焼却費の内訳につきましては、概要書の３ページをご覧願います。 

 表２、上の表の中ほど、ごみ焼却費の欄に記載いたしておりますとおり、クリー

ン２１長谷山に要する経費として１１億１,０５７万円、クリーンパーク折居に要

する経費として３億８,９８０万３,０００円を計上いたしております。 

 なお、先般、両常任委員会においてご報告させていただきました新名神高速道路

建設に伴う専用排水管移設工事に係る経費のうち、令和４年度実施分の３,３３３

万円につきましても、ごみ焼却費のクリーン２１長谷山に要する経費として計上

いたしております。概要書３０ページに事業の詳細を記載いたしておりますので、

ご覧おき願います。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、２１ページ下段から２２ページのごみ中

継費をご覧願います。 

 ごみ中継車両の維持管理経費や現行のごみ中継施設の維持管理を含む運転委託

料に加え、現在進めておりますごみ中継施設更新事業に要する経費など、総額２０

億２,３００万１,０００円を計上いたしております。令和４年度は、ごみ中継施設
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更新工事が最終年度を迎え、事業費が大きく増加したことにより、前年度比較で１

５億７,４１６万３,０００円の増額となっています。 

 概要書の２７ページをご覧願います。 

 ここでは、ごみ中継施設更新事業の概要を記載いたしております。令和３年２月

に契約を締結いたしましたごみ中継施設更新工事につきましては、保健所の指導

のもと汚染土壌対策を終え、今年度中に新施設の基礎杭の打設に着手することと

しております。令和４年度につきましては、年内に施設の建設及び機械設備の設置

を行い、令和５年１月に試運転を開始、令和５年度当初からの施設稼働を目指す計

画としており、令和４年度実施分として１９億８,１８９万４,０００円を予算計

上いたしております。その内訳は、ごみ中継施設更新工事費１９億６,４８３万４,

０００円、同施工監理業務委託費１,７０６万円です。 

 なお、これまで既設中継施設の更新事業は循環型社会形成推進交付金対象では

なかったことから、国への要望等を行ってまいりました。その甲斐もあり、令和３

年度から本事業は交付対象となり、財源内訳のとおり、２ヵ年総額５億３,７２７

万７,０００円の国庫支出金が見込まれ、市町分担金の軽減に寄与することとなり

ます。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、２２ページ下段から２３ページのリサイ

クル費をご覧願います。 

 缶、瓶、ペットボトルなど容器包装廃棄物等の資源化事業及びリサイクル工房の

運営に要する経費、プラスチック製容器包装の資源化処理に要する経費を計上い

たしております。リサイクル費の総額は３億８,１９８万９,０００円となってお

り、定期点検保守整備工事費の増等により、対前年度比較で６,１９４万８,０００

円の増額となっております。 

 概要書の３１ページをご覧願います。 

 エコ・ポート長谷山の工房運営計画の概要を記載しております。平成１７年度か

ら開設しておりますガラス工房・衣服工房をはじめとする各種工房・教室の取組は

大変好評をいただいております。令和４年度におきましても、エコ・ポート長谷山

において各種工房・教室を開催するほか、構成市町のイベントや、小学校・自治会

などの各種団体への出前講座にも積極的に取り組みます。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、２３ページ下段から２４ページのごみ破

砕費をご覧願います。 

 不燃物の破砕・選別処理に必要な運転経費のほか、破砕廃棄物の運搬及び処分委

託料など、総額２億７,６３７万５,０００円を計上しており、定期点検保守整備工

事費の増等により、対前年度比較では３,５８３万５,０００円の増額となってお

ります。 

 次に、予算書２４ページ下段から２５ページのごみ埋立費をご覧願います。 

 ごみ埋立費は、グリーンヒル三郷山及び奥山埋立処分地排水処理施設の維持管

理費、大阪湾広域廃棄物埋立処分地整備事業負担金など、合計で１億１,６８４万

８,０００円を計上しており、対前年度比較では５,２１７万６,０００円の増額と

なっております。これは、グリーンヒル三郷山において老朽設備改修整備工事費が

皆増となったことや、奥山埋立処分地の廃止に向けた検討業務委託料が皆増とな

ったことなどによるものでございます。 
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 概要書の最後のページ、３２ページをご覧願います。 

 ここでは、グリーンヒル三郷山の埋立処分実績と埋立計画の概要を記載いたし

ております。令和４年度につきましては、埋立処分地の測量業務に４６６万４,０

００円を計上しており、正確な埋立量及び残余容量の算定を行うことで、今後の埋

立処分地の延命化対策や過剰浸出水対策等の検討に活用していく計画としており

ます。 

 また、奥山埋立処分地の廃止に向けた検討業務につきましては、概要書の２９ペ

ージ、クリーン２１長谷山長寿命化事業等をご覧願います。 

 ４行目から記載しておりますが、奥山埋立処分地の排水処理施設の老朽化対策

につきましては、令和２年度に実施いたしました奥山埋立処分地排水処理施設抜

本対策検討業務において、施設更新が最も効果的と示されたところでございます。

しかしながら、施設更新には多額の費用を要することから、令和４年度につきまし

ては、改めて奥山埋立処分地の現状を把握し、廃止までに要する期間や廃止に向け

た検討を行い、今後の排水処理施設の整備の要否を含めた課題の検討を進める計

画としており、その検討業務委託料に１,９１８万４,０００円を計上いたしてお

ります。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、２５ページ下段の新事務所棟建設事業費

をご覧願います。 

 前年度予算では新庁舎建設事業費としていた事業費目をクリーンパーク折居に

附属する建物として新事務所棟建設事業費に改め、新事務所棟建設に要する工事

費や監理業務委託料、その他事業に必要な調査・事務経費など、総額６,１４５万

７,０００円を計上いたしております。令和４年度は、建設工事の開始により、対

前年度比較で２,３６６万９,０００円の増額となっております。 

 概要書の２８ページをご覧願います。 

 ここでは、新事務所棟建設事業の概要を記載しております。新しい庁舎は、隣接

するクリーンパーク折居と一体の事務所棟として建設する計画としており、２ヵ

年の工事期間を経て、令和６年度の供用開始を目指しております。令和４年度につ

きましては、建設工事費として２ヵ年総額８億６,４６０万円のうち４,３２３万

円、監理業務委託費として２ヵ年総額２,２２２万円のうち１１１万１,０００円

を計上いたしております。 

 最後に、予算書にお戻りいただきまして、２６ページのクリーン２１長谷山長寿

命化事業費をご覧願います。 

 こちらにつきましては、令和４年度から新たに追加した事業費目でございまし

て、事業の概要につきましては、概要書の２９ページをご覧願います。 

 クリーン２１長谷山は、令和２年度に策定いたしましたクリーン２１長谷山長

寿命化総合計画に基づき、令和５年度から基幹的設備改良工事を実施することと

し、令和４年度につきましては、その準備として発注仕様書作成業務及び地域計画

の変更などを行う計画としており、事業に必要な支援業務委託料として８７４万

５,０００円を計上いたしております。 

 衛生費関係の説明は以上でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 
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○山口克浩委員長 これより衛生費の審査に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 宇佐美委員。 

 

○宇佐美まり委員 よろしくお願いします。 

 概要書２１ページ、環境マネジメントシステム及び地球温暖化対策、ボトルｔｏ

ボトル事業について、２つお尋ねいたします。 

 まず１つ目ですが、ペットボトルは今まで日本容器包装リサイクル協会に引き

渡されて、シートや繊維、またはパレット等に加工を再生され、不要となったもの

は焼却処分されたと聞いています。 

 このたび、城南衛生管理組合とサントリーグループは、ペットボトルのボトルｔ

ｏボトルリサイクル事業を基盤とした持続可能な地域づくりに関する協定を締結

され、脱炭素社会や循環型社会の構築に取り組まれておられます。その事業内容

は、回収されたペットボトルを繰り返しペットボトルに再生利用される仕組みと

認識しております。 

 そのためには、キャップ、包装資材、ボトルに分別することが大変重要になると

思うんですけれども、私自身日常感じることは、スーパーなどの回収ボックスに

は、やはりジュース等が残っていたりですとか、あと、ラベルがついているものが

多々見られるのが現状でございます。事業実現のためには、地域住民、自治体、企

業、三位一体の活動を構築する必要があると思いますが、広報活動も含めてどのよ

うに推進されているのかをお尋ねいたします。 

 

○山口克浩委員長 別所エコ・ポート長谷山所長。 

 

○別所尚紀エコ・ポート長谷山所長 各市町で回収されましたペットボトルについ

ては、現状、キャップ、それからラベルがついているもの、それから、中身が残っ

ていたり異物が混入されているものが幾つも見受けられます。エコ・ポート長谷

山では、これらを手選別によって取り除くことで品質を保っている状況でありま

して、住民の皆様には適切な分別をお願いしているところです。 

 そうした中、サントリーグループさんとペットボトルのボトルｔｏボトルリサ

イクル事業を基盤としました持続可能な地域づくりの推進に関する協定を締結し

たところ、新聞、テレビ、ラジオの計１１社、それから、京都子ども記者クラブな

ど、非常にたくさんのメディアに取り上げていただきまして、管内住民の皆様にも

関心を持っていただけたのではないかなというふうに感じております。 

 私どもとしましては、この機会を逃すことなく、施設見学など、組合の持つ施設、

資源を有効に活用しましてこの取組の意義をお伝えするとともに、この３月、それ

から４月には、当組合の広報紙エコネット城南、それから、構成市町の広報紙によ

って周知啓発を行っていく予定となっております。 

 さらには、管内にあります京都文教大学とも連携をしまして、施設見学にやって

くる管内の小学４年生をターゲットにしまして、啓発ツールの開発であるとか施

設見学のプログラム、こちらの方を充実させていくような取組なども進めていく

ことにしております。 
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 委員からご指摘をいただきましたスーパーなどの回収ボックスで集められてい

るペットボトルなんですけども、こちらの方は産業廃棄物に該当しまして、私ども

の一般廃棄物処理施設には搬入されないものというふうになっておりますが、持

続可能な地域づくりを実現するためには、やはり地域の企業・事業者の方にもこの

取組に参画していただくことが重要だというふうには認識しております。 

 そのために、このボトルｔｏボトルリサイクル事業の取組について関心を持た

れました企業・事業者の方に対しましては、サントリーグループさんと共に、情報

の提供、支援を引き続き行ってまいりたいというふうに考えております。 

 このように住民の方、地域、企業の方、そして３市３町と私どもが一体となりま

して、持続可能な地域づくりを推進してまいりたいというふうに考えております。 

 

○山口克浩委員長 宇佐美委員。 

 

○宇佐美まり委員 ありがとうございました。スーパーなどの回収ボックスで集め

られているペットボトルは産業廃棄物であり、各市町で回収されているものとは

違うこと、私の理解が不足していたことを含めて、今のご説明がよく分かりまし

た。ありがとうございました。 

 ２つ目ですけれども、世界中で問題となっていますプラスチックごみやマイク

ロプラスチックの問題はとても深刻で、次の世代を担う子供たちにとってもカー

ボンニュートラルの達成は必要不可欠なことだと思っています。 

 例えば新型コロナウイルスが終息した後になるとは思うんですけれども、小中

学校の総合的な学習の時間を利用した環境学習としてボトルｔｏボトル事業を主

とした工場見学を実施したりですとか、小中学校への啓発キャンペーンとして環

境とかごみの収集のポスターを募集して、ごみの回収ボックスにその採用ポスタ

ーを掲示するというのもよい方法だと思っています。また、ペットボトルの回収方

法を明示して、そのことが地域環境を改善する一助になっていることなどをハー

トに訴えるＰＲも大切だと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 別所所長。 

 

○別所尚紀エコ・ポート長谷山所長 ボトルｔｏボトルリサイクル事業は、住民の

皆様にとっても非常に分かりやすく、環境意識の高まりにもインパクトのある取

組であるというふうに考えております。 

 まず、工場見学、サントリーの工場見学となりますと、こちらはもともとの一般

の方々の見学の受入れを行っておられないとということで、安全対策を含めて見

学者を想定した設備は整っていないということで、現時点では実現は困難な状況

にはあるんですけれども、いただきましたようなご提案は非常にありがたく思っ

ております。 

 そうした啓発活動を通じまして、住民の皆様、それから企業・事業者の方々の環

境意識が今以上に向上していくことで、この地域の持続可能な地域づくりの推進

というところに貢献できますように、サントリー、それから３市３町とも連携しま

して、今後どういったことができるのか、委員のご提案も含めまして検討してまい
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りたいというふうに考えております。 

 

○山口克浩委員長 宇佐美委員。 

 

○宇佐美まり委員 ありがとうございました。ボトルｔｏボトルリサイクルは、地

球環境を考えてもとても有効な事業だと思います。今、報道を通してすごく関心

が高まっているこの機を逃さず、広報活動や教育活動、あらゆる手法を駆使して

周知啓発をしていく中で、地域住民と企業、自治体が協力して、リデュース、リユ

ース、リサイクルの循環型社会を実現できるものと思っていますので、今後の取

組に期待をいたしまして、私の質疑を終了させていただきます。 

 以上です。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 概要書の１３ページなんですが、財産売払収入が出ているんです

けどね。この今の傾向について教えていただけませんか。単価やら金額やら見て

いたら分かるんですけど、どういうふうに今後も行くかというとこで教えていた

だけませんか。 

 

○山口克浩委員長 すいません。その発言、歳入の部でお願いいたします。 

 

○坂本優子委員 この金額のところだけでもあかんのですか。 

 

○山口克浩委員長 金額だけですか。 

 

○坂本優子委員 金額じゃなくて、その傾向だけ。鉄とかアルミとかいろいろね。 

 

○山口克浩委員長 それは大丈夫です。 

 

○坂本優子委員 大丈夫ですか。ごめんなさいね。 

 

○山口克浩委員長 傾向だけですね。 

 別所エコ・ポート長谷山所長。 

 

○別所尚紀エコ・ポート長谷山所長 令和３年度予算の売却単価は令和２年度下半

期の単価を適用しておりまして、こちら、コロナ禍の時期ということで、景気低迷

で売却単価は下落していたんですけども、現在は回復基調にありまして、上昇傾

向にあります。全体的には上昇傾向にあります。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 
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○坂本優子委員 鉄とかアルミ及びペットボトルの売却単価の上昇というようなこ

とで書かれていますけどね。今、世界的な傾向とか、日本は中国や東南アジアの方

に売却先があったと思います、それも変わってきていると思いますけども。これ、

今、そういう世界的な流れと、このコロナの関係の変化とかいろんなことを考え

て、今後の傾向というのはどういうふうに見ておられますでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 別所所長。 

 

○別所尚紀エコ・ポート長谷山所長 今後の傾向ですが、先ほどと同じ説明にはな

るんですけども、現在、回復基調にありまして、上昇傾向にあるというふうに認識

しております。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 じゃ、これ、売却して、それは大体国内で消化されていますか。先

ほどもありましたけど、ボトルｔｏボトルのような関係で。そういうような。 

 

（「後で歳入で」と呼ぶ者あり） 

 

○坂本優子委員 じゃ、歳入のところで質問させてもらいます。 

 プラ法の改正で取組を検討だということでおっしゃっていましたですけども、

このことについては今どういうふうに検討されていますか。 

 

○山口克浩委員長 野村専任副管理者。 

 

○野村賢治専任副管理者 先ほどプラスチックの地域の資源循環促進法、この４月

に施行されるというふうにお話、しましたけれども、現在、プラスチックは容器包

装リサイクル法に基づいて、大きなベールの状態でして売り払っていると。ただ、

実際は、容器包装リサイクル法で売り払っているプラスチックというのは、ほぼ

もうかるというよりもマイナスになっている方が多い状況でございます。ペット

ボトルにつきましては、ＢｔｏＢをしたこともあって去年よりも高い金額で売れ

る予定になっておりますけれども、プラスチック全体としてはまだまだうまくリ

サイクルができてないということもあって、価格がつかないというか、経費の方

が高くついているというのが現状でございます。 

 そういう意味では、容器包装リサイクル法以外のプラスチックも一緒に処理し

たとしても、あまりその歳入面での効果は見込めない。ただ、一般の家庭から出る

プラスチックを燃やすのか、埋めるのか、リサイクルに回すのかという意味では、

やはりリサイクルに回すべきだろうということで、新しい法律ができたわけです

ので、それに対応するようにやっていく必要があろうかと思いますし、今、委員か

らご指摘ありましたように、売れるものについてはなるべく高く売れるように、そ

ういったことも研究していきたいなというふうに思っております。 
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○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 これ、なかなか難しいですよね、この取組というのは。またいろい

ろ出てきましたら、また教えていただきたいと思います。 

 以上で結構です。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 お願いいたします。 

 予算の概要７ページですね。ここに、老朽化が進行する各施設において改修整備

事業費が増加したということで、事業費は大きく増加しております。下の表を見て

も、更新事業費とか整備、また、保守整備が昨年から比べてかなりの項目が増加し

ております。 

 この老朽化によります今後の事業費の増加の推移というか、今後の事業費が増

えていくのかお聞きしたいと思います。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 ７ページの方の普通建設事業費ということで、維持管理に係

る経費でありますとか更新工事を一括で載せさせていただいて、合計では約１７

億ほど増大しているということになっておりますが、こちらの１７億増の大部分

は、一番上にありますごみ中継施設の更新事業、それから、５番にあります新事務

所等の建設事業、こういった更新事業によるというふうになっておるものではご

ざいますが、一部の施設においては改修整備工事が前年度比較で増加していると

いう状況です。 

 一般的には、老朽化が進行しますと、補修経費、こちらの方は増加するというも

のにはなっているものではありますが、各施設においては、それぞれ整備計画の方

を作成し、計画的に改修整備を行っているという状況であります。ですので、令和

４年度については、その整備箇所が多くなるとか大規模な設備の改修を行うと、そ

ういった年度に当たるということから増加しているというものでありますので、

今後も老朽化の進行のたびに増え続けていくというようなものではないと考えて

おります。今後につきましても、必要なときに必要な整備をというようなところを

計画的に行うということにしていくというふうに考えております。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 分かりました。施設が新しくなればそれはいいんですけども、や

はり建設費もかかりますし、やはり長寿命化していくというのが非常に今後重要

なのかなと思いますので、その都度改修していただきまして、長寿命で安定して

使える施設の管理をよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 
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○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑がないようですので、以上で衛生費についての質疑

を終結いたします。 

 

［歳入全款］ 

 

○山口克浩委員長 次に、歳入全款についての説明を求めます。 

 西岡事業部長。 

 

○西岡正喜事業部長 それでは、続きまして歳入全款についてご説明申し上げます。 

 まず、分担金及び負担金でございます。 

 予算書８ページから９ページをご覧願います。 

 分担金及び負担金は、３市３町からの市町分担金として、９ページの表の下段の

合計欄の一番右の計でございますが、し尿分担金５億８,４３１万２,０００円、ご

み分担金３０億７１４万３,０００円、合計３５億９,１４５万５,０００円を計上

いたしております。 

 次に、概要書の１６ページをご覧願います。 

 ここでは、事業費及び分担金の推移を記載いたしております。棒グラフでお示し

をいたしておりますのが事業費、折れ線グラフでお示しをいたしておりますのが

分担金の推移でございます。 

 グラフのとおり、これまでも建設事業の実施や団塊の世代の退職者数の増加に

伴い歳出総額が増加する中でも、市町分担金につきましては負担の平準化に最大

限努めてまいりました。 

 令和４年度についても、起債等の特定財源や財源収入等の分担金以外の財源の

的確な確保に努め、ごみ中継施設更新工事費やエコ・ポート長谷山定期点検改修整

備工事費の増などにより、グラフのとおり歳出ベースでの事業費は大きく増加い

たしましたが、市町分担金につきましては、市町の影響を最小限にとどめ、前年度

比較１億２,４９０万４,０００円の増加となるものでございます。 

 なお、折れ線グラフのとおり、市町分担金につきましては、平成２１年度までは

４０億円台を超える規模で推移しておりましたが、これまでどおり取り組んでま

いりました行財政改革と大規模事業の計画的整備によりまして、安定した財政運

営が図れていると考えております。 

 構成市町別の分担金の状況につきましては、概要書の１１ページに記載をいた

しておりますので、ご覧おき願います。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、１０ページ上段及び中段の使用料及び手

数料をご覧願います。 

 使用料では、行政財産使用料として鉄塔敷や職員駐車場等の用地使用料１２３

万３,０００円を、手数料では、衛生手数料として４億４,４９４万７,０００円を
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計上いたしております。 

 概要書の１２ページをご覧願います。 

 し尿処理手数料では、下水道の進捗により、し尿収集対象世帯は前年度比較７.

２％減となる２,６２０世帯と見込んでおり、引き続き減少いたしております。ま

た、浄化槽汚泥手数料につきましても、前年度量比較で４８０キロリットル、２.

４％の減少を見込んでおります。ごみ処理手数料につきましては、事業系可燃ごみ

及び剪定枝の搬入量の減少に伴い、対前年度比較で８４０万円、２.２％の減額の

見込みとなっております。 

 概要書１２ページの一番上に四角で囲んでおりますが、これら清掃手数料に行

政財産使用料を加えた合計では４億４,６１８万円で、対前年度比較１,０７２万

７,０００円の減額となっております。 

 次に、国庫支出金でございます。 

 概要書１２ページの下段をご覧願います。 

 循環型社会形成推進交付金として、ごみ中継施設更新事業に５億３,５４２万８,

０００円、クリーン２１長谷山長寿命化に係る発注者支援事業に１９４万７,００

０円、総額５億３,７３７万５,０００円を計上いたしております。 

 なお、交付金の交付率につきましては、両事業ともに交付対象事業費の３分の１

となっております。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして、１１ページ上段及び中段の財産収入をご

覧願います。 

 財産運用収入では、財政調整基金の運用収入７万６,０００円を計上いたしてお

ります。 

 次に、財産売払収入では、資源化物の売払収入等、合計１億３,１９８万３,００

０円を計上いたしております。 

 資源化物等の売払収入の明細につきましては、概要書１３ページの下表をご覧

願います。 

 資源化物の鉄、アルミ及びペットボトル、破砕選別有価物の鉄及びアルミの売却

単価の上昇等により、前年度比較で、右下に記載しているとおり７,２８７万５,０

００円の増額となっております。 

 次に、予算書にお戻りいただきまして１１ページ下段の繰入金をご覧願います。 

 歳出面におきまして転廃業助成金が４.４３台分発生することから、転廃業助成

基金から１億６,７５９万６,０００円を繰入れすることとして予算を計上いたし

ております。 

 続きまして、諸収入でございますが、概要書１４ページの下表をご覧願います。 

 内訳といたしまして、組合預金利子として歳計現金等の運用利子５万７,０００

円を計上し、雑入としてクリーン２１長谷山及びクリーンパーク折居の廃棄物発

電収入やエコ・ポート長谷山の工房教室参加料など２億７,３２０万９,０００円

を計上いたしております。新名神高速道路建設に伴う物件移転補償金の皆増等に

より、諸収入の総額で、前年度比較３,０９７万１,０００円増額の２億７,３２６

万６,０００円を計上いたしております。 

 最後に、組合債でございますが、概要書の１５ページをご覧願います。 

 令和４年度は、ごみ中継施設更新事業に充当する財源として１２億４,４５０万
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円、新事務所棟建設事業に充当する財源として３,２４０万円、総額１２億７,６９

０万円の借入れを計上いたしております。 

 歳入全款の説明は以上でございます。よろしくご審議賜りますようお願い申し

上げます。 

 なお、予算書の３８ページ、３９ページに債務負担行為に関する調書、４０ペー

ジに組合債の現在高見込額に関する調書、４１ページには令和４年度市町分担金

負担率表を添付いたしておりますので、ご覧おき願います。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○山口克浩委員長 暫時休憩いたします。 

 

午前１１時５０分休憩 

午後 ０時４０分再開 

 

○山口克浩委員長 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 これより、歳入全款の審査に入ります。 

 質疑はございませんか。 

 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 先ほどちょっと質問のところを間違えましたが、概要の１３ペー

ジのところですよね。売払収入の関係ですけども、今後の傾向、今、輸出先、コロ

ナの関係、いろんなことを考えてどういうふうに見ていらっしゃるのか、そのこ

とをお聞きします。 

 

○山口克浩委員長 栗山施設部長。 

 

○栗山淳彦施設部長 資源化物の売払いにつきましては、中国等、輸入の規制とい

うところがございまして、若干、物によっては影響があるというように認識して

おります。そのような中、コロナ禍におきまして国内の経済が低迷したというこ

とも受けまして、令和２年度におきましては大きく価格が下がったという状況で

あります。それ以降、まだまだ海外への輸出ということはまだ先にはなっており

ますが、国内での需要が大きくなってきまして、この間、価格の方が持ち直してき

ているというところです。 

 今後の見通しといたしましては、コロナ禍前の価格には戻ってくるのかなとい

うように認識しております。 

 以上です。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 私も何となくそういうふうに、思っているんです。やっぱり海外

の状況とかこの環境問題とか、いろいろなことがかなり世界のところでも取組が

強化されているから、やっぱり国内で作ったものは国内でどう処分するのかとい
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うことになるし、鉄とかペットボトルとか需要が相当あるのやと思うので、元の

ところぐらいまで戻ってくるのかなというふうに思っております。 

 減ると、またこの収入が減るわけやから、一定の量は搬入というか、確保せなあ

かんわけですけども、でも、地球温暖化の対策からしたらもう痛しかゆしでなって

くるし、その辺がちょっと頭が痛いかなというふうに思うんですけどね。 

 それで、この分別の関係でも、委託していますよね、障害者の施設に。この売払

いの収入が増えていく中で単価を上げるというようなことは考えていらっしゃら

ないんでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 栗山施設部長。 

 

○栗山淳彦施設部長 委託業者の方にお願いしているものにつきましては、業務と

して委託させていただいておりまして、量に反映させて委託料を算定しているわ

けではございませんので、今の段階では変えるということにはならないのかなと

いうふうに考えています。 

 ただし、著しく大きく今後処理量が変わるということになれば、おのずとその仕

事量が増えてきますので、その場合は委託料の総額として上げていくということ

に当然なってくるかなというように思っています。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 私が毎回、お願いをしているんですけども、暑いとき、寒いとき

に、障害のある方々が大変な思いで分別をされているかと思うんです。それがや

っぱり単価を引き上げることができないのかなということを。これ、一定の契約

になっているんですよね。そのことをお聞きしているんですけども、上げていく

という、そういう検討はないですか。 

 

○山口克浩委員長 栗山施設部長。 

 

○栗山淳彦施設部長 具体的に、今働いていただいております障害者の方を含めて、

出勤日数、年間の日数と、そして労働時間とを定めております。今現在その時間内

で全て処理を滞りなくしていただいていますので、今の段階ではこの量含めて上

げるという考えはございません。 

 ただ、作業環境等につきましては、今後、猛暑ということも、地球温暖化という

ことで非常に暑いときもあります。そういうことにつきましては、積極的に当組合

としても働きやすい環境をつくってまいりたい、改善してまいりたいというよう

に努めてまいります。 

 以上です。 

 

○山口克浩委員長 坂本委員。 

 

○坂本優子委員 ぜひよろしくお願いします。 
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 以上です。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 

 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 １点だけお聞きいたします。予算の概要の１ページの最初に、財

源の確保の文章もございます。財源の確保というのは非常に重要なことだと思っ

ておりまして、ここに、国庫支出金と積極的な財源の確保に努めるとございます。

この国庫支出金以外の財源の確保、様々あるかと思いますが、どのようなご努力

があるのでしょうか。 

 

○山口克浩委員長 橋本総務課長。 

 

○橋本哲也総務課長 財源の確保ということで書かせていただいていますが、今、

国庫支出金の話がありましたが、特にやはり今年度でいきますと、大型事業実施

というところで事業費が拡大しているという状況がありますので、やはり国庫支

出金なりこういう有利な財源を確保するということが最も必要かなというところ

を思っております。 

 これまでも大型事業実施の際には、国の補助金なり交付税措置のある廃棄物処

理事業債、こちら、有利な財源を確保という形でしておりました。令和４年度の予

算につきましても、前年度で約１８億円増加しております。そのうち、約１６億円

がごみ中継施設の更新工事によるものとなっておりますので、これまで既設の中

継施設更新事業、こちらについては循環型社会形成推進交付金、こちらの対象事業

ではなかったとということがありましたので、この間、全国の市町村等が集まる全

国都市清掃会議での要望提出、こういったことに加えまして、構成市町を通じての

国への要望、こういったところをさせていただいたところです。 

 そのかいもありまして、こちらの中継施設更新事業の方が令和３年度から交付

対象という形になりましたので、今回の予算において、国庫支出金として交付事業

の３分の１である約５億３,５００万円、こちらの方の財源確保という形につなが

りましたので、当然その分の市町分担金の負担軽減に寄与できたというふうに考

えておりますので、こういったところを積極的に確保に努めたというふうに考え

ております。 

 

○山口克浩委員長 池田委員。 

 

○池田輝彦委員 やはり国庫支出金が大きな、ほぼほぼここが確保の出どころなの

かなというふうに感じました。各自治体、やはり財源の確保というのは非常に努

力をしているところであると思います。様々なさらなる研究をしていただきまし

て、しっかりと確保していただきまして頑張っていただきたいと思います。 

 以上です。 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑はございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○山口克浩委員長 ほかに質疑がないようですので、以上で歳入全款についての審

査を終結いたします。 

 以上で各項目ごとの審査を終結いたします。 

 

［総  括］ 

 

○山口克浩委員長 これより総括質問を行います。 

 質問はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○山口克浩委員長 ほかに質問がないようですので、以上で総括質問を終結いたし

ます。 

 以上で全ての審査を終結いたします。 

 

［討  論］ 

 

○山口克浩委員長 これより討論を行います。 

 討論はございませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 

○山口克浩委員長 討論がないようですので、以上で討論を終結いたします。 

 

［採  決］ 

 

○山口克浩委員長 これより議案第２号を採決いたします。 

 議案第２号について、原案のとおり決するに賛成の委員の起立を求めます。 

 

（賛成者起立） 

 

○山口克浩委員長 起立全員であります。よって、議案第２号は原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 以上で本委員会に付託をされました議案の審査は全て終了いたしました。 

 なお、本会議における委員長報告の作成については、正副委員長にご一任を願い

たいと思います。 

 また、不適切な言葉等がございましたら、委員長において精査させていただきま

すので、ご一任を願いたいと思います。 

 予算特別委員会を閉会するに当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 
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 本日は、委員各位におかれましては、終始熱心なご審査をいただきまして、厚く

お礼を申し上げます。また、理事者各位におきましても、審査の円滑な運営にご協

力をいただきましたことに対し、ここに改めてお礼を申し上げます。また、併せて、

岡田副委員長のご協力によりまして委員会が滞りなく運営できましたことをここ

に改めてお礼を申し上げます。 

 本日で予算特別委員会の審査は全て終了したわけでございますが、改めまして

皆様に御礼を申し上げまして、閉会に当たりましてのご挨拶とさせていただきま

す。 

 予算特別委員会を閉会するに当たりまして、管理者から発言の申出がございま

すので、お受けしたいと思います。 

 松村管理者。 

 

○松村淳子管理者 予算特別委員会を閉会されるに当たりまして、一言ご挨拶を申

し上げます。 

 山口委員長、岡田副委員長をはじめ、委員各位におかれましては、熱心なご審査

をいただきまして、ありがとうございます。そして、ただ今ご可決をいただきまし

たこと、厚く御礼を申し上げます。 

 本日の審査を通じまして委員各位からいただきましたご指導、ご意見、しっかり

と念頭に置きまして、適正な予算執行に努め、安心安全な工場運営に万全を期して

まいりたいと存じております。 

 また、組合事業の根幹でございます廃棄物の処理につきましても、一日も欠かす

ことのできない業務の遂行をしっかりと担い、引き続き、構成市町との連携を強

め、管内の生活環境の保全と循環型社会の構築に向けた組合の役割を果たしてま

いりたいというふうに存じております。 

 委員各位におかれましては、今後とも当組合行政へのより一層のご指導、ご鞭撻

を賜りますようお願い申し上げます。また、併せまして、ご臨席を賜りました関谷

議長、大西副議長に厚く御礼を申し上げまして、閉会のご挨拶とさせていただきま

す。 

 本日は誠にありがとうございました。 

 

○山口克浩委員長 以上をもちまして予算特別委員会を閉会いたします。 

 皆様、お疲れさまでした。 

 

午後０時５４分閉会 


